令和８年度
第１回足立区高齢者虐待防止・認知症高齢者早期発見等
ネットワーク運営委員会及び消費者安全確保地域協議会
会議要録
１）開会年月日　令和8年９月１７日（木）

２）開始時刻　１４時
３）場所　　　　すこやかプラザあだち　研修室N
４）出席者　　　２９名
５）傍聴者　　　１名
高橋課長
本日はお忙しい中ご出席いただき、ありがとうございます。定刻となりましたので、令和和８年度第１回足立区高齢者虐待防止・認知症高齢者早期発見等ネットワーク運営委員会及び消費者安全確保地域協議会を開催いたします。
本日の進行を務めます、医療介護連携課高橋です。よろしくお願いいたします。議事に先立ちまして、資料の確認をさせていただきます。
＜配布資料確認＞
不足等がございましたらお知らせください。
それでは次第に沿って進めさせていただきます。
次第１、委員長より開会のあいさつをいただきます。伊東委員長よろしくお願いいたします。
伊東部長
皆様こんにちは。足立区福祉部長の伊東でございます。
日頃からですね、足立区の高齢者支援施策に様々なご尽力を賜りまして、ありがとうございます。
改めて感謝申し上げます。
このところ雨がずっと続いていて、朝ニュースを見たら２１日連続で雨が続いているという話でございます。

また来週はしばらくなる雨で、どうやら台風がくるというお話で、区としてもまだ決まっているわけではないですが、やはり被害想定が大きくなりそうであれば避難所開設もいたします。
その場合は、皆様ご協力いただく場面もあるかもしれませんので、その時にはご協力をお願い申し上げておりますが、そういう天気の事情とか、全く関係なくという事案が発生するのが今日のテーマである高齢者虐待事案。
認知症高齢のひとり歩きや高齢者をターゲットにした消費者被害は天候云々関係なく、日々起こっているというものでございます。
特に虐待の事案でいえば、いわゆる身体的虐待については、誰から見ても目に留まるものでございますので、比較的発見をしやすいものでございますが、家の中で、例えば心理的な虐待ですとか、目につかないところで遅拘束事案ですとなかなか調査の中で出てこないというような場合もございます。
それが、どう、どこに、誰がまず発見をするかというところが事案によって様々でございますが、発見をしたあとの解決に導くためには、本日お集りの皆様方、私共も含めて素早い連携をしていくことで、高齢者の方々の人権を守っていくことができるということになりますので、今回このような場を通じて顔の見える関係を構築して、高齢者に関する事案にあたってまいりたいと思いますので、ぜひよろしくお願いします。


高橋課長
伊東委員長ありがとうございました。
それでは、次第２に移ります。今年度１回目の会議であり、顔ぶれも変わっておりますので、委員の皆様から簡単に自己紹介をお願いいたします。
全委員
＜自己紹介＞
高橋課長
ありがとうございました。

それでは、次第３に移ります。足立区高齢者緊急一時保護に関する事業について、事務局より報告をお願いします。

次第３については、非公開
「足立区審議会等の設置及び運営に関する指針」第８条第１項（３）
高橋課長
それでは次の次第に進めさせていただきます。
続きまして、次第４、認知症高齢者捜索情報ネットワーク事業について、基幹包括及び事務局より報告をお願いします。
橋本委員
基幹地域包括支援センター西部の橋本より、認知症高齢者捜索情報ネットワーク事業について、ご報告をさせていただきます。
この事業は社会福祉協議会の独自事業として行っておりまして、これまでは徘徊高齢者探索情報ネットワーク事業という名称でしたけれども、足立区認知症とともにいつまでもこのまちで条例が施行されたことに伴いまして徘徊という言葉は使用しないということで、認知症高齢者捜索情報ネットワーク事業という名称に変更しております。
この事業は平成２０年から開始している事業でございまして、経緯をご説明しますと、事業を行っている基幹地域包括支援センターが元々ケアマネージャーの専門職団体の事務局を担っており、ケアマネージャーの方々からひとり歩きをしている高齢者の捜索をどこかでやっていただけないかという声をいただき、専門職団体の事務局のため、ケアマネージャーがいる居宅介護支援事業所へファックスを送る体制ができていたこともあり、その連絡網を活用したのがそもそものきっかけでございます。
現在はメールで情報を流していますが、資料【２－１】にも書いてございますとおり、認知症高齢者が行方不明になった際に報告をいただけますと、こちらで設けている協力機関、区内のケアマネージャーが所属している居宅介護支援事業所１６４か所、地域包括支援センター２５か所及び足立区の福祉部内１２部署、以上３つの機関に情報をお送りしているという事業でございます。

ただし、この事業では区内の事業所にしか情報をお送りしておりませんので、足立区外に出てしまった方に関しては探しようがないという課題が１つございます。
また、メールで送っておりますのでパソコンを開かないと確認できず、携帯、スマホ等で確認できる仕組みにはしておりませんので、それも課題の1つでございます。

さらに、この事業を使う前提として、警察に行方不明届を必ず出していただいたうえで申し出をしていただく形にしておりますので、こちらの事業で見つかったケースというのは、平成２０年からやっておりますけれども、実は1件しかないというような状況でございます。ほとんどが警察への通報にて保護されたり、あとはご本人が自ら帰宅されたりということが多い状況でございます。そういった実績からも、この事業をこれからどのように運営していくかということも１つ課題として挙がってはございます。
資料【２－２】令和７年度認知症高齢者捜索情報ネットワークシステム事業実績の説明
佃係長
高齢者はつらつ支援課認知症施策推進担当佃より、高齢者見守りキーホルダー等の実施状況について。ご報告をさせていただきます。
本来、この見守りキーホルダーにつきましては、高齢福祉課在宅支援係の事業にはなりますが、担当から実績や概要を聞いて参りましたので、簡単ではございますが、報告をさせていただきます。
見守りキーホルダー、見守りシール、安心プリントというのは、1人での外出に不安のある方や認知症などにより見守りが必要な方に、登録の番号を印刷してキーホルダーの中に入れてお渡ししている事業になります。

これがキーホルダーだけではなくてご希望に合わせて、シールや反射材シールも、ご希望があればお渡ししている制度です。
この見守りキーホルダーについては、警察に保護されたときや外出中に病院に救急搬送されたときなどに、警察や消防の方からの照会に対して迅速に身元や緊急連絡先を確認して、ご本人をご家族に早くつなぐための制度ということで実施しております。
こちらのキーホルダーの令和７年度新規での支給実績につきましては、
１，３２５件。安心プリントについては７件という実績でございました。

この事業で保護された方の実績についてですが、年間で１５０件ぐらいにのぼるそうなのですが、落し物で届けられたという件数もこの中には入っておりまして、警察や消防にて実際に保護された件数は７１件になります。

そのうち、足立区外の警察や消防から連絡があったのは１６件で、一番遠方で那須烏山市という方がいらっしゃいました。
令和８年度８月末現在では警察、消防から２７件の連絡があり、その内、区外の警察、消防からは８件の連絡がありました。
少し驚きましたが、この８人のうちの1人は八戸の飲食店で保護をしたという記録でございました。
以上でございます。
高橋課長
報告としては以上でございます。
本件の事業の説明につきまして、ご質問などございますか。
久保谷委員
プリントの機械について、以前は区役所と社会福祉協議会で稼働していたが、現在は区役所のみでの稼働でしょうか。
橋本委員
区役所のみになります。
久保谷委員
ありがとうございます。
平井委員
今までいろんなサービス、社会福祉協議会でやられている事業において、ひとり歩きをされた高齢者の方が無事に早期発見されることが主眼だと思いますが、たまたま聞いている足立区以外のケースの中で、相手に損害を出してしまったというケースがあった、
かつて、認知症高齢者の方が線路で緊急停止ボタンを押してしまい、最高裁にてそういったケースに対応できるよう行政でなんらかの保険を導入したらどうかという判決が出ていた。
例えば中野区では認知症高齢者等の個人賠償責任保険という制度があり、地域包括支援センターが受け付けて、認知症高齢者の方であれば保険料はかからない保険に加入ができるというものがある。こういう制度を将来的に足立区でも導入していただいて、本当の意味で、足立区で認知症があっても安心して暮らせるというサービスの一環として検討していただきたいと思います。
先ほどの説明のなかで、１日で発見しているという話でしたが、逆に1日かかるということは、６～７㎞歩いてしまうということ。
足立区の中だと東武線しかむき出しの線路はおそらくなかったと思うので、足立区内であまり事故を起こす可能性はないですが、それ以上に出てしまう可能性が高いわけですね。特に、綾瀬周辺に住んでいらっしゃる方、もうすぐそこは常磐線へ行ける可能性があるので、そういうことを考えると、線路に立ち入って事故を起こしてしまって賠償責任を問われてしまう可能性もあるので、そういったときに備えた制度も区として導入していただけると、私も年をとって認知症になった時にそういう制度があると安心して暮らせるなと思いました。
黒岩課長
はつらつ支援課長の黒岩でございます。
認知症の方が第三者に損害を発生させてしまった際の保険というのは区としても問題意識をもっておりまして、議会からも以前から整備についてご指摘をいただているところでございます。
今後さらに検討を進めて、実施にむけて対応をしてまいりたいと思います。
高橋課長
他にご質問はございますか。
全委員
ありません。
高橋課長
それでは次第５に進めさせていただきます。
本日の高齢者虐待防止・認知症高齢者早期発見等ネットワーク運営委員会及び消費者安全確保地域協議会では、外鍵、内鍵による身体拘束事例について取り上げたいと思います。
委員の皆様におかれましては、それぞれの立場から忌憚のないご意見をお願いいたします。
身体拘束に関しては、令和７年３月に手引きの見直しがあり「高齢者虐待対応国マニュアル」の別冊として作成がされました。
事例検討に入る前に、手引きの記載内容を簡単にではありますが、事務局よりご説明させていただきます。
石河係長
【資料３－１】身体拘束手引き抜粋について説明
高橋課長
それでは、手引きの内容をご確認いただいたところで事例検討に入らせていただきます。
本日は実際に担当包括として対応いただいた、地域包括支援センター扇　名田部様にお越しいただいておりますので、ご説明をお願いいたします。

名田部委員
【資料３－１】事例説明

次第５、事例検討については非公開

「足立区審議会等の設置及び運営に関する指針」第８条第１項（１）

高橋課長
委員の皆様、貴重なご意見ありがとうございました。
本日皆様から出されたご意見等につきましては、今後の対応の参考といたします。
続いて、事務局より事務連絡がございます。
事務局
委員の皆様、貴重なご意見ありがとうございました。
事務局の事務連絡をさせていただきます。
１点目は虐待防止の予防・啓発についてとなります。
お手元にあります虐待防止リーフレットにつきましては、広く地域の方々に周知し、理解を深めていただく資料となっております。
つきましては、委員の皆様におかれましても、それぞれの所属機関や活動の場において、地域住民の方々への周知・啓発にぜひご活用いただき、地域全体で虐待防止の機運を高めていただければ幸いです。また、地域・団体の研修でお配りいただくことありましたら、可能な範囲でご用意いたします。

また次第にはございませんが、警察業務における知的発達障害への理解といった冊子も配布してございます。あわせてご参照ください。
２点目は、次回開催日程の連絡となります。
次回、令和８年度第２回足立区高齢者虐待防止・認知症高齢者早期発見等ネットワーク運営委員会及び消費者安全確保地域協議会の開催日程については、現在のところ未定となっておりますが、例年のとおり２月に実施を予定しております。詳細は追ってご連絡いたします。
また、配布した資料のうち、【資料１－１】、【資料２－１】【資料２－２】及び【資料３－２】は会議終了後に回収いたします。お帰りの際に机上に置いていただきますようお願いいたします。
最後に、本日お車でお越しの方は、駐車券をお渡ししますので、１階または３階の受付にお申し付けください。
事務連絡は以上です。
高橋課長
以上を持ちまして、令和８年度第１回足立区高齢者虐待防止・認知症高齢者早期発見等ネットワーク運営委員会及び消費者安全確保地域協議会を終了いたします。
本日は長時間の会議、ありがとうございました。
終了時刻：１５時２７分
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